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北海道幌延町沿岸域における大深度オールコアボーリングの地質層序と堆積相
Stratigraphic study and sedimentary facies analysis of deep drill core in coastal area,
Horonobe, Hokkaido
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北海道幌延町の沿岸域は、沿岸域に特徴的な地質環境（塩淡境界、潜在する断層など）の評価手法を高度化開発する
ための実証フィールドである。幌延町は、北海道における顕著な沈降域である天塩平野に位置する。天塩平野の大局的
な地質構造は、深度数 kmオーダーの物理探査で把握されつつある。研究地は、天塩平野の沿岸に発達する砂丘に位置
し、最大で厚さ 85m程の沖積層の下位に更新世前期から鮮新世に堆積した更別層、勇知層が分布するとされる。しかし
ながら、沿岸域で深層ボーリングは実施されておらず、地質環境の具体的な性状は明らかでない。産総研は、沿岸域の
深部に及ぶ地質環境を把握するため、深度 1,004mまでのオールコアボーリングを沿岸域で実施し、連続的なコア試料を
採取するとともに、物理検層で物性値を把握した。コア観察、CNS元素分析、物理検層の結果から、深度 470mまでは
30˜50m間隔で砂礫岩、砂岩から泥岩のサイクルが繰り返す更別層、深度 470mより下位は砂岩、泥岩からなる勇知層が
確認された。更別層は、浅海成、ラグーン成、河川成の堆積相を示し、上部となるほど河川成の要素が強くなる。勇知
層は浅海成の堆積相を示し、数回の上方細粒化サイクルが認められる。すなわち、研究地で実施した深層ボーリングは、
全体として浅海化が進むとともに、海水準変動に対応する複数回の堆積サイクルを記録していることが示唆された。
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